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社会福祉法人美郷町社会福祉協議会
ft0187 -85-2294四0187-85-2291
印刷・五十嵐印刷株式会社

12月11日、美郷町ふれあいセンターにおいて実施した「歳末たすけあいチャリティ

バザーJは町日赤奉仕団を中心に、婦人民生児童委員、JA秋田おばこ六郷地区女性部、

サンワーク六郷、多くのボランティアからご協力をいただき盛況のうちに終えること

ができました。バザー用品や金員を提供して下さった町民の方々、集めて下さった福

祉委員や婦人団体-ボランティアの皆さん、厚く御礼申し上げます。
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編
祉
置
で
町
づ
〈
り
を

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業

ー
地
域
で
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
方
法
や
仕
組
み
に
つ
い
て

福祉定より

新
し
い
年
を
迎
え
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
行
き
交
う
人
び
と

が
「
お
め
で
と
う
」
と
扶
拶
を
交
わ
す
の

だ
が
、
今
年
は
違
う
。
ど
こ
の
家
に
同
っ

て
も
、
誰
と
出
会
っ
て
も
出
て
く
る
言

葉
は
「
ヤ
ジ
マ
ゲ
ダ
ナ
ア
」
。
そ
う
、
昨

年
暮
よ
り
降
り
続
い
て
い
る
豪
雪
の
対

応
に
誰
し
も
が
ヒ
ロ
ウ
コ
ン
パ
イ
し
て

出
て
く
る
歎
息
で
あ
る
。

「
四
八
豪
雪
」
当
時
の
状
況
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
降
雪
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
連
日
の
よ
う
に
「
人
命
を
奪
い
、
交
通

を
マ
ヒ
さ
せ
、
建
物
を
倒
壊
さ
せ
る
」
事

故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
気
象
台

の
予
報
は
「
一
月
半
、
ば
に
緩
む
も
の
の
、
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高

照

見

長

-
下
旬
以
降
は
降
雪
の
多
い
例
年
通
り
の
冬

と
な
る
」
と
。
記
録
的
な
雪
の
壁
の
山
を

見
て
い
る
だ
け
で
欝
(
う
つ
)
に
な
る
よ

う
だ
。
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
て
、
こ

れ
以
上
の
大
き
な
事
故
が
続
か
な
い
よ
う
、

唯
、
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
わ
が
町
を
取

り
ま
く
福
祉
環
境
も
非
常
に
、
厳
し
い
現
実

に
あ
る
。
「
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
、
核
家

族
化
」
社
会
に
加
え
て
、
低
迷
す
る
経
済

情
勢
な
ど
を
反
映
し
て
か
、
多
発
す
る
自

殺
、
児
童
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
認
知
症

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の

悪
質
商
法
や
振
込
詐
欺
な
ど
、
新
た
な
社

会
問
題
と
し
て
身
近
に
発
生
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
社

協
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
福
祉
課
題
を

発
見
し
、
解
決
に
結
び
つ
け
る
総
合
相
談

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
は
じ
め
、
福
祉
を
支

え
る
人
柄
つ
く
り
、
介
護
予
防
の
た
め
の
健

康
n

つ
く
り
と
生
き
甲
斐

u

つ
く
り
、
そ
し
て

福
祉
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
四
項
目
を
重

点
と
し
た
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推

進
事
業
」
を
昨
年
よ
り
県
社
協
、
町
当
局

の
支
援
に
よ
り
県
内
の
モ
デ
ル
社
協
と
し

て
進
め
て
い
る
。

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
な
ど
と
訳
の
わ
か
ら
な

い
横
文
字
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
多
い
と

思
う
が
(
私
も
そ
の
ひ
と
り
で
す
)
、
こ
の

事
業
は
従
来
の
要
援
護
者
へ
の
見
守
り
型

の
「
福
祉
の
町

m

つ
く
り
」
活
動
を
、
い
ま
地

域
で
抱
え
て
い
る
問
題
・
課
題
を
住
民
と

一
緒
に
考
え
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
自
分

で
何
が
で
き
る
の
か
、
共
に
参
加
し
、
共

に
支
え
合
い
な
が
ら
「
福
祉
で
町
清
つ
く
り
」

を
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

住
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
社
協
活
動
の
見
直
し

を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
年
度

は
仙
南
地
区
で
重
点
的
に
活
動
を
進
め

て
き
た
が
、
来
年
度
は
六
郷
地
区
、
そ
の

次
は
千
畑
地
区
で
と
活
動
の
輪
を
広
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

美
郷
町
が
誕
生
し
て
一
年
余
り
経
過

し
た
。
南
に
横
手
、
西
に
大
仙
、
北
に
仙

北
と
大
き
な
市
に
固
ま
れ
た
小
さ
な
わ

が
町
、
た
が
、
松
田
町
長
さ
ん
が
云
わ
れ

る
「
ゴ
ト
ッ
ト
、
ヌ
グ
ダ
マ
ル
(
暖
ま

る
こ
誰
し
も
住
み
馴
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
美
郷
町
を
つ

く
る
た
め
社
協
も
頑
張
り
た
い
。

ど
ん
な
に
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て

も
、
人
を
支
え
る
も
の
は
人
で
あ
り
、
人

と
人
の
聞
に
幸
せ
が
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
に
変
わ
り
な
い
。
人
と
人
と
が
も
っ

と
触
れ
合
い
、
思
い
や
り
の
心
の
伝
わ

る
愛
溢
れ
る
美
郷
町
に
し
た
い
も
の
だ
c

今
年
も
社
協
活
動
に
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

1

福
祉
協
議
会
で
は
、
美
郷
町
に
住
む
誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
た
め
平
成
十
七
年
度
よ
り
三
カ
年
計
画
で
行
い
、
今
年
度

は
仙
南
地
区
を
重
点
に
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
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地織が幸せに怒る青写真考え申 =雁の里ふれあい委員会=

福祉協議会では、専門職(介護職・子育て・行政・民生児童委員等)や一人暮らし老人、地域福祉座談会参加者

を対象に、「今、地域で気になる課題についてJのアンケートを実施し、各分野の方からだされた課題を、雁の里ふ

れあい委員会に報告 しましたう雁の里ふれあい委員会では、このア ンケー卜結果から出された地域の課題について、

日頃思っていることを半直に話し合い、 問題解決のため地域住民でできる具

体的な方策について、月 l副委員会を開催 し協議を進めております

アンケ ート 結果から気になる地域の課題 (抜粋)

その l 地域での近所付き合いが希薄になってきているむ

その 2 買い物や通院等の交通子段に凶っているc

その 3 核家族の了ー供に支J震できる地域の団体があればいいと思うへ

その 4 へルパーができない雪投げ・雪ドろしに困っているマ

その 5 白殺者の多いことが気になります

その 6 家庭の中で高齢者の居I場所がなL、。

仁闘でみんなが一緒Iこ喜らせるために =申学生ワークショップ開催=

仙市巾学校の協力をいただ き、総合的な学習の時間で行っている 人暮ら

しのお年寄り訪問について アンケー卜をh二い、「一 人暮ら しのお年寄りが、 It
みなれた地域で暮ら していけるようにするにほ」を テー マに中学生ワー ク

ショップを開催しました】当rll立件"tイr-から J71ずつ日|ー1571が参加|し、みん

なで助け合って暮ら していくために自分たちので きる ことは向かを考えても

らい、とても斬新なアイデアが多数出されましたむ'11学生のアイデアは具体

策案として今後の雁の虫ふれあい委員会で協議の参考とさ れますニ

。 気仙呆け一座』公演盛大に開催

1月22日 (日)に仙南公民館にて、岩手県大船渡fliの痴呆専門のデイサ

ピスセンターの職員らが中心 となり、 「ボケへのI型肝」 をテーマに旗揚げした

劇団の公演が開催さ れました。なかなか理解されないi認知jJj:と なった老人の

問題をより 身近に感 じて もらうために、楽 しく、ユーモラスな寸劇を通じて

地域にボケへの珂解を11;めようと試みた寸劇公演でした公泌を見たお客さ

んには、笑いあり、 悲しさの中に感動ありと好評でした。「ボケは大変だ」と

いう一般的な イメージは少し併消されたのではないでしょうか。ボケのお年

寄りの按 し方、m七、の仕方が分かれば地域の中で、普J単に生活て、きる こと を耳l'

解 してもらえたと思います 今後も、 このような劇団があれば、ご紹介 したいと思っております

Cn護予防のための健康づくり『かっ眠健康』開催

「介護-1"1リIのための健康づくり生きがいづくり」の一時としてモデル地区

(米/円、天神堂、後 _:， {下)において、「かっぱで健康」という体力づくり7トを

行なっております。第ー阿国は、 1月10日にモデル地区天糾i堂を対象に、 T
畑福祉センターで「スポーツコンサルタントJの柴田'米宜先性を招いて 「生き

がい健康体操」を行いま した。参加者から は、「自分がこんなに足腰が弱いと

は思わなかったjなどの声がありましたが、柴且l先生から、 「雪投げ掃除は作

業で運動ではなLリ とZわれ全員納得の様 fでした 「目をつむって足上げを

数分間行う体操Jでは、 日をあけた瞬間ビ ヅク リ正|百を向いている人は少な

く、 90度績を向いている方がほとんどでしたc みんな大笑い ワハハハ・

第 2四日は、 j品泉 「ユメリア」 にて水泳教室を行い、 プールの中をいろんな格好で歩く運動をいました〈部屋、にか

えるやいなや「少し胞団りが細 くなった気がする」な どの声がでて、また、大笑いごともか く楽 しく行う体操ですの

でモデル地収の方は、今回参加 した方以外の方も受け付けていますので申し込みー|、さ l¥"今後もこの事業を行いたい

と思いますのでよろし くお願い致し ますご
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六
郷
高
等
学
幡
野
路
部

陣
冨
ボ
-
2
h
d
-
7
ィ
ア
嚢
脂

今
年
の
冬
は
暖
冬
と
い
う
気
象
庁
の

予
想
で
し
た
が
、
十
二
月
に
入
っ
て
真

冬
並
み
の
寒
気
に
包
ま
れ
、
日
本
海
側

を
中
心
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雪

に
な
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
雪
の
被
害

や
事
故
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
程
、
六
郷
高
等
学
校
野
球
部
十

名
(
高
橋
寿
宏
監
督
)
が
町
内
の
高
齢
者

世
帯
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
記
録
的
な
大
雪
で
困
っ

て
い
る
方
々
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い

と
野
球
部
員
と
監
督
と
の
話
し
合
い
の

福祉だより第4号

軒下の除雪を行ないました

(窓が明るくなりました)

玄関先と横の除雪を行ないました

結
果
、
一
月
四
日
に
高
橋
監
督
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
ヘ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申

し
出
が
あ
り
、
こ
の
好
意
を
あ
り
が
た

く
受
け
、
早
速
翌
日
の
一
月
五
日
{
)
十

二
日
ま
で
美
郷
町
内
の
一
人
暮
ら
し
等

の
高
齢
者
世
帯
十
五
世
帯
の
玄
関
先
や

軒
下
の
除
雪
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

除
雪
し
て
も
ら
っ
た
お
年
よ
り
は

「
雪
で
窓
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
た
の
で

本
当
に
良
か
っ
た
。
あ
り
が
た
い
」
「
助

か
っ
た
」
等
思
い
が
け
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
た
だ
た
だ
感
謝
。
野
球
部
員

も
「
寒
い
日
の
除
雪
は
大
蛮
な
と
こ
ろ

も
あ
る
け
ど
、
作
業
後
お
年
寄
り
に
『
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
と
、
や
り
が

い
も
あ
る
し
う
れ
し
い
。
」
「
自
分
た
ち

の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
役
に
立
っ
て

い
る
と
思
う
と
、
つ
ら
い
と
は
思
わ
な

い
。
楽
し
い
」
と
、
と
て
も
頼
も
し
い
言

葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
雪
は
高
齢
者
で
な
く
て
も
悲

鳴
を
あ
げ
た
く
な
る
状
況
の
中
で
、
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
も
の
。
今
回
の
こ
の
野
球

部
員
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
こ
ち
ら

も
元
気
づ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
今
後
も
冬
期
間
の
土
・
日
曜
日

は
、
要
請
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

実
施
し
て
く
れ
る
と
の
心
強
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
々
に

と
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
必

要
で
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
・
さ
さ
え

あ
い
の
精
神
で
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

稿
欄
‘
位
協
職
員

緊
急
略
緋
冨
を
実
胞

一
月
五
日
に
美
郷
町
豪
雪
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
社
協
で
も
昨
年

の
暮
れ
か
ら
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢

者
世
帯
の
巡
回
を
強
化
し
て
い
ま
し
た

が
、
十
三
日
(
金
)
に
緊
急
性
の
高
い
世

帯
七
世
帯
を
対
象
に
、
役
場
職
員
を
先

頭
に
三
十
九
名
が
雪
下
ろ
し
ゃ
除
排
雪

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
九
日
(
木
)
に
も
、
十
世
帯

を
対
象
に
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
併
せ

て
四
十
八
名
が
雪
下
ろ
し
ゃ
除
排
雪
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
木確企祈』口難避や雪除の雪ノミ、屈で

‘

宇
品

目
氏

、

4
舟

1

十

屋

こ
の
後
も
、
仙
南
地
区
で
は
、
仙
南
中

学
校
生
徒
及
び
各
関
係
機
関
や
会
社
、

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
に
よ

り
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
一
斉
除

雪
を
計
画
し
て
い
ま
す
。。
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一美郷町共同募金会

赤い羽根募金フ，564，907円

『地域の福祉、みん芯で参加 Jをスローガンに昨年

10月より実施しました『赤い羽根募金運動Jは町民

の皆様のご理解とご協力により、目標額を大きく上回

る実績を上げるととができました。厚く御礼申し上げ

ます。

今年度寄せ5れました皆様の善意は主に来年度の県

内の民間社会福祉事業をすすめていくための貴重な財

源となります。

町社協ではこの配分金を有効に活用し、地域福祉-

在宅福祉を中心とした住民への福祉活動向上をはかる

よう努力していきたいと考えています。

今後とも住民総参加による「福祉の町づくり運動」

への積極的なご参加をよろしくお願い申し上げます。

町の福祉活動充実にむけて

たくさんの善意が寄せられました。

。赤い羽根募金実績

①戸別募金 (5，781件) ….....・H ・...5，852，917円

(個人大口、空き缶募金を含む)

②法人募金 (136件) ............…… 1，131，200円

③職域募金 (38件)...・ H ・H ・H ・.....・ H ・..346，496円

④学校募金 (9件) ……………....・ H ・.219，598円

⑤募金箱 (8件) ………...・ H ・-…….. 14，696円

歳末たすけあい募金 1，265，220円

12月に実施しました『歳末たすけあい募金運動J
で寄せられました義援金は社協の理事会で協議し次の

とおり贈呈しました。

。田内要援護世帯 87世帯(187名)

たくさんの善意をありがとうございました。

六郷高校生の協力で街頭募金

一人ひとりの

やさしさを届けました

。歳末たすけあい募金実績

①チャリティバザー収益金 …………497，793円

②団体募金 …一一・…………………… 399，200円

③職域募金 …....・ H ・......・ H ・...・ H ・..… 123，129円

④個人募金 ………...・ H ・..…………… 121，220円

(チャリティバザー協力金、空き缶募金含む)

⑤街頭募金 …… H ・H ・.....・ H ・-… H ・H ・.. 85，013円

⑥学校募金 ....・ H ・..…...・H ・-………… 30，000円

⑦募金箱・その他 ...・ H ・-…・…………… 8，865円
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南福祉センターへご連絡ください。詳しい日程に

ついては、後日連絡いたします。
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仙南福祉センター

では、仙南中学校生

徒(1・2年生)と町

民による一斉除雪を

実施いたします。

ランティアでご協力

60歳以上のやる気のある方なうどなたでも

自分のできる仕事を選択できます

2 いただける方は、

あいている時聞を有効に活用
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2月 16日(木)午後2時出発

仙南中学校区域内の一人暮らし老人宅

.お問い合わせ・申込先

.実施日

.除雪先

| お聞い合型せ・申し込み先--

美郷町シルバー人材センター
(六郷老人福祉センター「清水苑」内)

電 話 84・0307 TEL 0187-83-2122 仙南福祉センタ

干 019-1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙6番地 1

TEL 0187 (85) 2294紛 FAX0187 (85) 2291 
美郷町祉会福祉協議書@ 社会福祉

法人

F~0187 (85)' 2291 
F~O'87 (;制)2822 
F~O'187 (:邸:)2167 

秋白銅山北部美郷町土崎字上野乙6観也1 TEL0187 (85) 2294柿
秋田県{削波醍美郷町野中宰下村37番地 1 TEL0187 (84) 037&拘
秋図劇制閣嘆郷町厳島亨北中島31番地3市白0187(回:)2122伺

〒01!}-1541
干01ト 1402
〒 01ト~234

千畑福祉セッタ一
六郷福祉セッター
仙南福祉センター


